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（様式７）                               （排出事者用） 

令和５年 ５ 月 ２２ 日 

 長野県知事 様 

 

令和４年度長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定 実施結果報告書 

 

  下記のとおり、産業廃棄物３Ｒ実践計画の実施結果報告書を提出します。 

協定期間 令和４年度から令和６年度 

会 社 名 猿田建設株式会社 

住 所 〒388-8205 

長野県安曇野市豊科5861番地2 

代 表 者名 代表取締役   猿田 真由美                                

業   種 製造業     ・    建設業 

処 理 施設 

所 在 地 

（処理施設を有する場合） 

施設名 所 在 地 

  

  

担 当 部署 土木部 

担 当 者名 松田 喜代美 

 

連 絡 先 

ＴＥＬ 0263-72-3447 

ＦＡＸ 0263-72-8040 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ doboku1@saruta-kensetsu.com 

ホームページアドレス  http://www.saruta-kensetsu.com 

 

１ 総排出量、リサイクル量に関する達成状況  

※計画策定時に採用した指標で記入してください。 

 当年度目標値及び実績値 過年度実績値 

4 年度目標値 4 年度実績値 3 年度実績値 2 年度実績値 

総排出量の推移 

（t） 
1，600 1，300 1，600 1，600 

ﾘｻｲｸﾙ量の推移 

（t） 
1，600 1，300 1，600 1，600 

売上高の推移 

（円） 
300，000，000 210，000，000 270，000，000 470，000，000 
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２ 排出抑制、リサイクルのための取組に対する実績  

①  排出量の一番多いアスコン殻・コンクリート殻に関しては、 100％再資源化が

図れるよう信頼と実績のある処理業者に委託した。  

②  現場で発生した土砂は信頼と実績のある販売業者に引き取ってもらい、他の現

場で利用してもらう様委託した。 

③  現場ごと、COBRIS 登録により廃棄物の情報公開をしている。  

④  終了した現場の丁張材・仮設材料・ﾊﾟｲﾌﾟ類等使用可能な物は保管場所を決め、

他現場で使用している。 

⑤  初年度の為 3R の意味を全社員に理解してもらう様、会議を設けた。日々仕事

をしている中で３Ｒを意識しつつ行動することにより、今後の自分の目標を見

出していくことから始めている。 

⑥  使用できない状態の道具・看板等を解体し、使用できる部分は再使用する為組

み替えた。 

 

  ※必要に応じ写真等を添付してください。  

 

３ リサイクル製品使用率（％） 

※リサイクル製品使用率＝リサイクル製品（材料）使用量／全体材料使用量（％） 

製品（材料）種別 

当年度目標値 過年度実績値 

４年度 

目標値 

４年度 

実績値 

３年度 

実績値 

２年度 

実績値 

アスファルト 100 90 90 90 

     

     

     

     

全 体 98 90 86 83 

 


